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●国連の持続可能な開発目標（SDGｓ）に基づく未来のあるべき社会像
（拠点ビジョン）を策定
●達成に向けたバックキャストによるイノベーションに資する研究開発と、自立
的・持続的な拠点形成のために必要な産学官連携マネジメントシステムの構
築を同時並行で推進
●独自性・強みに基づく産学官共創拠点の形成を推進し、国の成長と地方
創生に貢献するとともに、大学等が主導する知識集約型社会への変革を促進

共創の場形成支援プログラム

R3年度は本学から3件申請し、うち、2件が採択された。

カーボンニュートラル ワイン こころとカラダ

全国版 共創の場の「育成型」採択 地域版 共創の場の「本格型」採択

共創の場形成支援プログラム（文部科学省 COI-NEXT令和3年10月採択）

岩見沢市

余市町

帯広市

釧路市
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地域カーボンニュートラル
（RCN：Regional Carbon Neutral）養殖産業

バランス

CO2排出（魚） CO2吸収（海藻）

○海藻養殖から高付加価値化まで一貫したコンブ産業の基盤確立
○養殖漁業への転換を図る完全養殖技術の確立（国内初のキングサーモン完全養殖）
○地域水産業共創センター設置による研究開発・人材育成の実施

地域産業への裨益 1stフェーズ

○地域・企業の研究開発部として RCN養殖漁業の技術革新

○RCN養殖を理解発展可能な 企画経営戦略能力を持つ人材育成
○サーモン養殖産業を主力とし拠点化、 産業戦略を統一した小規模経営体群形成

○コンブ完全養殖 安定供給・拠点形成、食品から高度利用、原料まで一貫生産
○コンブ+サーモン養殖 RCN＆ブランド化 函館の養殖海産物を輸出

地域産業への裨益 2ndフェーズ

【計画のポイント】
●漁業主体から『漁業と養殖の両輪で支える海洋環境変動の影響に強い水産
業』を地域が一体となって構築

●二次・三次産業（加工・販売・観光・飲食等）へ波及させる好循環を生み出す
等、強靱で高収益な産業構造を創出

●新産業創出の過程において地域の高等教育・研究機関が『研究開発と一体化
した人材育成システム』を構築し、そこで輩出する人材が地域・産業の成長・発展を
促進するエコシステムを形成

魚介藻類養殖を核とした 持続可能な水産・海洋都市の構築

まち・ひと・しごと（内閣府 地方大学･地域産業創生交付金令和4年2月採択）
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